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一般社団法人広島県精神保健福祉協会

心の回復の5段階
～災害時や類似する状態象に対する

緊急支援後の心理的な支援について～

災害や事件事故など、過度なストレスとなる大変

な出来事に遭遇した時には、様々な心身の反応

が起こります。例えば、心理面では、不眠、強い不

安、こわい、孤立感、イライラ、落ち込み。身体面

では、頭痛、だるさ、吐き気、下痢、動悸、食欲不

振。行動面では、落ち着きがない（神経過敏）、怒

りっぽくなる、はしゃぐ、ひきこもる。思考面では、

集中力低下、無気力、忘れやすい、判断力低下、

など、書ききれないほどで、ストレスから起こりうる

あらゆる反応が考えられます。

そうした方々への支援としては、無理に話を聞き

ださない、共感的に寄り添うという対応をするとい

うことは、すでによく知られている基本的な姿勢

です。それらの対応は、ネットで検索すればすぐに

出てくる常識的とまで思えるほどのことになってき

ていると思われます。しかし、ここでとても重要なこ

とは、そうしたことを体験した人の心的回復につい

ては段階があるということです。つまり、ということ

7月の西日本豪雨災害により、被災された方々におかれまし

ては、心よりお見舞い申し上げます。

当協会の事務局があります、広島市安芸区におきましても

甚大な被害となりました。

まだまだ続きます復旧作業の中で、心の問題は大きな課題

でもあります。今後一層、皆さまの精神保健について取り組ん

で参りますので、引き続き、どうぞよろしくお願い申し上げます。

一般社団法人広島県精神保健福祉協会 会長 山脇 成人

広島県臨床心理士会 会長 村上 雅彦
（広島ファミリールーム 所長）
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であって、 くなっているわけではないことを し

て落ち着いてもらうことも 要です。

段階は 合。この体験した出来事を の中

に づけていく過 です。時とともにその づ

けは変わっていきます。この過 は、基本的には

人で取り組 段階となります。 段階までで 1

年が経過しており、 なくとも回復には1年かかりま

す。 段階はそれを過 て起こってくることで、

にとってその体験は だったのかの づけは、

一 で取り組んでいく課題となります。

上、心の回復の経過と対応について に

ましたが、ここで示した や 要な対応は平

的なものであって、 人によって なりますから、あ

くまでも目の の方の反応を見て対応することが

要です。わからない場合、対応が しいと感 たら

すぐに に相談するようにして、決して一人で

え込まないようにすることが重要です。上 したよ

うに、心の回復には 低でも1年かかりますから、急

が て っくりと をかけて取り組 ことだと

の 識が大事なことと思います。

広島県臨床心理士会では、この度の西日本豪雨

災害において、災害対 支援本 を立ち上げ、

心の支援活動を行っております。また、長 にわ

たる心理支援に対応できるよう体 を えておりま

す。無 相談もお けしておりますので、支援を

される方（もしくは団体）がおられましたら、 ーム

ページをご いただき、事務局までご ください。

※災害の被害を けられた方や強い を けた方々へ

「豪雨災害で被害にあわれた皆様に」（ リーフレットPDFファイルが ンロード です）

所

広島 大
心理臨床 ンター

広島市中区 082-511-2625

広島修 大
臨床心理相談 ンター

広島市安 区 082-830-1128

広島文 子大
心理 相談 ンター

広島市安 区 082-814-5381

話

広
島
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あかつき心理相談研 所 082-221-5006
えな・ ン リン ルーム 082-247-7429

ン リン フ ス 082-241-2262
広島ファミリールーム 082-247-9712

心理臨床 ンターしおやま 082-249-2422
わかば 082-241-1314
心理相談 082-225-7099

ン リン ルーム 082-233-2557
広島市
安 区 ームスクーリン ンターメイプル 082-876-4332

市 さくら心理事務所 0848-24-0211
福山市 ン リン ルームらぽーる 084-944-4770

※上 の で、被災者の方へ心理的相談支援を無 で

しています。所 や回数、 件などはHPをご ください。

広島県臨床心理士会 ームページより

※心のケアのために臨床心理士の が 要だと思われる の方へ

広島県臨床心理士会 災害対応アドレス office3007@hsccp.jp

す。この段階では、 も考え しく動いている方

がいい場合もあります。

段階は無 識的 、もしくは、回 。体験

後4か月から10か月。この段階では、 として

け入れていく過 が 行します。 は過 ている

ので、 に起こった出来事であることはわかって

いるのですが、 け入れていくことが しく、怒りが

出たり、 しみの反応が出たりなど、 反応を

います。ここでは、体験者の 反応に寄り添い

、共感的に することが ですが、強い 反応

が出る場合があるので、 き込まれないように

する 要があります。ですので、 しい反応が出れ

ば、 をあけたり、 し落ち着けるように対応

をしたりすることが 要になります。

段階は 識的 。体験後10か月から12

か月。フラッシュ ックを経験する段階です。体験し

たことと似たような体験により、その時の感 がよみ

がえることが起こります。この場合は、寄り添って共

感的に聞くとともに、回復段階だから起きていること

心の回復の 段階
段階 時期 状態 対応

第 段階 体験後～ ヶ月 ショック 積極的に情報提供し、
落ち着かせる

第 段階 ヶ月～ ヶ月 否認 共感的対応

第 段階 ヶ月～ か月 無意識的抑圧
回避

情緒反応への寄り添い
共感的対応
※巻き込まれに注意

第 段階 ヶ月～ ヶ月 意識的抑圧
共感的対応
回復段階であることの説
明

第 段階 ヶ月～ 統合 個人で取り組む段階

は、支援のあり方も時 経過によって変わってくると

いうことです。

さて、その心的回復の経過ですが、それには 下

のような つの段階があります。

一段階はショック。これは体験後から1か月。頭

が っ白になって、 が だかわからない、 が起

こったのかがわからないという状態。この段階の対

応は、上 した基本姿勢ではなく、 的に 報を

し、落ち着かせることが 要です。例えば、もう

は ったから大 、今 の身に起こってい

ることは にでもあることだから心 はいらない、も

う ししたら落ち着いてくる、など。

段階は 。体験後1か月から4か月。

に起こったことを、起こっていない、す ては の出

来事だと と めない段階。ここでは、その状態

にあることを まえて、体験者が話すことを す

ることなく聞く、その体験に寄り添うなど、共感的対

応、つまりは基本的姿勢での対応が となりま



平
成
30
年
度

一
般
社
団
法
人

広
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
長
表
彰
授
賞
式

平
成
30
年

月
5
日

月

広
島
3
階

表
彰

広
島
県

年

わ

精
神
保
健
活
動

続

れ

成

区
組

団
体

業

含

及

功
労
者
等

功

引

続

今
後
一
層

活

長 士 おさだメンタルクリニック 長

康 心 クリニック 長

一 県立広島

山 法人大 会

子

長 一 広島 大 精神保健福祉士

賞おめでとうご います

精神保健活動功労者

こころの 話相談

広島ひきこもり相談支援 ンター

当協会は、様々な心の みについて相談にのっ

ています。平成 年度相談件数は 件（平成

度は 件）でした。相談 については、対人

についての み、うつに すること、 の問

題などが く、その 様々な が重 するもの

など、 にわたっています。

県 にお まいで、 上の方の社会参

や 立のお いをします。

相談者様の状 に応 て、 話相談、面 相談、

メール相談、 問相談を し、平成 年度広島

県 体の相談件数は 件（平成 年度は

件）でした。

精神保健福祉相談事業報告

（ ・順不 ）

目 平成 年度 平成 年度

(1)経常収
取会 1,759,000 1,807,000
取 等 11,102,000 11,110,080
収 456,565 589,530
経常収 合 13,317,565 13,506,610

(2)経常
事業 12,323,901 12,261,915
理 511,066 454,919
経常 合 12,834,967 12,716,834

当 一般 （ ） 482,598 789,776
一般 （ 年度 ） 20,187,353 19,397,577
一般 （次年度 ） 20,669,951 20,187,353

目 平成 年度 平成

平成29年度収支決算報告

収入は、皆様からの会 と 事業の の合

が 、支出は 事業 合 （ 、会場

、人件 など）と法人 の合 （理事会、 会

など）が で、 が 字 となります。

年度 と収 の合 20,669,951 が、次年度

となります。

こころのケアチーム（ 体 広島県）

豪雨災害からの復 にあたり 被災者一人ひとりに寄り添い 中長 的に 続的な支援を行う
精神保健活動の として 「こころのケアチーム」が平成 年 月 日（月）に開 されました。
広島県が事業を一般社団法人広島県精神保健福祉協会に 「広島県立 合精神保健福
祉 ンター」 に され 被災 を中心に こころのケア支援活動を行っています。

話相談 来所相談 問相談等を行い 災害によって た心の問題について 相談に応
ています。

【相談専用ダイヤル：082-885-8905】

目 事 業

被災者への支援
・ で 成されるチームによる 事例等に対する 問支援（ア トリーチ）
・ 等での相談会
・ 話・来所による相談対応

的指
・被災者の心のケアを する 支援者の 的 上のための 会の
・ で中長 的に被災者の心のケアに 事する 者等による事例検
での

及
・被災者に対する心の健康に する 及 会・サロンの開 報
及びそのための 支援 との

共 社会づくりと一体的に める復 支援 福祉事業の

被災者支援および被災 のささえあい活動支援の

市 支え合い ンター（市 社協等）

復みなし

県 支え合い ンター（県社協）

市 への後方支援
・相談 への研修 会 の開
・ 、アド イ ー
・市 者の支援 の 等

相談 による見 り・相談支援等
・ 等の 及び 支援 画の作成
・見 り・ 回 問
・相談 ・ 相談 等へのつな
・コミュニ づくりの支援（サロン活動等）
・ 活支援 ラン ア活動の 等

支え合い ンター こころのケアチーム（ 的支援）

被災者のこころの支援
・ア トリーチを含 相談の
・ 話・来所による相談対応 等

支援者への 的指

県立 合精神保健福祉 ンター に

的支援を
要とする被災者

入 者等に対する、孤立 等のための見 りや日常 活上の相談
支援、 士の の 会の 等を 。課題のある被災者に する

へのつな 支援の

的な心のケアが 要な被災者に対し、ささえあい
ンター の要 等を け 的心のケアを する

とともに 支援者への 的指 を

社会福祉士会
福祉士会

士会

広島県

こども支援
チームとの

対象者の 見

支援

支
援

サー ス
サー ス

サー ス

支援要 （ 事例）

支
援

市
（精神保健）

事
例

支
援
要

保健所

県 の との

支援 協会

（広島県健康福祉局健康対 課 精神保健 ループ 山下十喜 ）



当協会のホームページをリニューアルしました

動があったら

事務局から会 の皆様にお りする が

不 で されることがあります。

、 所、所 などに変 がありましたら事

務局までご をお願い します。

皆さまに、より に ームページを っていただ

けるように、 にドメインを取 し、 かりやすく見

やすいレイア トへ 報を 理しました。

今後もよりいっそう した ームページにしてい

きますので、引き続きよろしくお願いします。

たちは、精神保健事業を し、県 の精神

的健康の保 ・ 上を ることを目的として、知識

の 及、 や研修会、相談などに わる様々

な活動を行う団体です。

当協会活動にご いただける方がいらっしゃい

ましたら、ご入会のほどお願い申し上げます。

平成30年度会 をまだ 入いただいていない

会 の方は、 の へお振込みください。

振込を される方は事務局までお問い合

わせください。

研修会のご 、申込フ ームを

たに開

協会ニュースの ック ン ー

事業についてのページを作成して、

報告

当協会の （ 立からの経 ）・

や 、 成 等を広島県精神保健福祉協会トップページ
https://www.mentalhealth.hiroshima.jp/

一般団法人広島県精神保健福祉協会

会長 山脇成人

広島 行 支

人会
団体会

会

会 集

会 入について

平成 9年度広島県 思 精神保健事例検 ワークショップ

日時 平成30年2月10日（ ）

会場 広島大 来 ンター

● 開レクチ ー

平

（ 大 合 研 ンター

ロー ル 大 ニット 授）

題 「 思 の とアタッチメント」

研修会及びワークショップ事業報告

日時 平成30年3月19日（月）

会場 広島市 合福祉 ンター（BIG FRONTひろしま）

喜

（基 支援 ンター 所長）

題 「 支援 ンターの と

とのネットワーク作り」

平成 9年度 社会 研修会

日時 平成30年6月25日（月）

会場 シ ラトン ランド ル広島

行

（ 法人せのがわ KONUMA 広島 ・

精神保健研 所 所長）

題 「 ン ル の しい理

行動 のいろは 」

平成30年度 精神保健研修会及びひきこもり支援研修会

例年、 くの方から参 申込を頂 しまして、 にありがとうご います。

平成30年度 社会 研修会、 思 事例検 ワークショップなどの申込につきましても、当

協会の ームページでお知らせ しております。

今後も な研修会を 画して参ります。

を たれた方、ス ルアップをされたい方のご参 をお ちしております。



こころの電話

０８２‐８９２‐９０９０

月・水・金 9 00～ 00、 3 00～ 30

（ただし祝日、 月 9日～ 月3日を除く）

職場のこと、家庭のこと、育児のこと、お酒のこと、学校のこと…。

ひとりで悩んでいる時、かけてください。

もちろん秘密は固く守られます。ご安心ください。

広島ひきこもり相談支援センターでは，県内にお住まいで，概ね１８歳以上の方の社会参加

や自立のお手伝いをします。当事者の方のご相談はもちろんですが、ご家族やご兄弟からのご

相談もお受けしています。

○ 電話、来所、メールまたは必要に応じて訪問等による相談に応じます。

○ 相談内容に応じて他の適切な関係機関とつながるように支援します。

○ 相談費用・・・無料 ただし、面接相談は予約が必要です。

担当地区：広島市安芸区、呉市、竹原市、三次市、庄原市、東広島市、安芸高田市、

江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町、大崎上島町

所 在 地 ：広島市安芸区中野東 丁目 （ リバービレッジ内）

運 営：一般社団法人広島県精神保健福祉協会

開 所 日 ：月・水・木・金・土（祝日を除く）

時 間：８：４５～１６：４５

電話番号：082 – 893 - 5242

相 談 用 E - m a i l ：mha-62kokoro@do4.enjoy.ne.jp

リバービレッジ内）

広島ひきこもり相談支援センター（中部・北部センター）


